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≪ 村 岡 区 ≫ 

開催日：令和５年１０月１３日（金） 場所：村岡老人福祉センター 

一般参加者数：７６名 

 

 

■自治会研修の活用について■ 

【質問者】 

例年、より良いまちづくりの参考にするために自治会の研修で先進地などを訪問してい

るが、町政に生かしてもらえるとありがたい。 

 

【町長】 

 区長さん方を中心に、自主的に地域課題解決のための先進地視察などをされており、有意

義な研修が行われていることは存じ上げています。香美町に取り入れるべき意見や提言は

しっかりと対応させていただきます。 

 

■国道９号（笠波峠）について■ 

【質問者】 

笠波峠が町道になったと聞いたが本当か。また、各区長もそれを知っているのか。 

国道付近の側溝から水が沸いて河川に流れ込んでいるが、修繕についてどこに伝えれば

よいか。また、いつまでにお願いすればよいか。 

 

【建設課長】 

 国道９号は国の幹線的道路であり国の管理となりますが、新しいトンネルの開通によっ

て、旧道（笠波峠）は今年の９月議会で認定され、町道になります。今後、舗装修繕などが

行われたあと、来年秋頃に町道として供用になります。関係区長さんには、議会の議決を得

た後にご連絡をしました。 

 修繕依頼をいつまでにすべきかについては、トンネルの開通まで等の決まりは特にござ

いませんので、早急に国等へお繋ぎします。 

 

【村岡地域局長】 

側溝の水漏れについては、国道にかかる箇所については国へ、農道にかかる箇所について

は地域内の関係者と調整し、対応することになります。 

 

■文化財の管理について■ 

【質問者】 

御殿山公園の村岡藩資料館に村岡区内で出土した古墳の出土品の入ったコンテナが雨ざ

らしの状態となっているため、湿度・温度管理がされた建物で管理をしていただきたい。 

併せて、文堂古墳の説明看板が老朽化しているので対応をお願いしたい。 
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また、以前「まほろば」の２階（村岡区内出土考古資料展示）に行ってみたが、滞在時間

が１分も持たなかった。来場者向けの解説動画など流せるものなどがあればいいと思う。 

 

【生涯学習課長】 

 町の文化財は多大な量があるため、御殿山の資料館に一時保管しています。管理状態が良

くないことについては、早急に対応します。今後は、それらを一か所に集めて展示すること

も検討しています。 

また、町内の指定文化財の標註が老朽化しているため、更新を行っていますが、併せて町

内の指定文化財マップも作成し、周知も図っていきたいと考えており、文堂古墳の看板につ

いても現場を確認の上、対応したいと思います。 

 まほろばには、職員が１名いますが、新規採用者であり、説明の仕方などを教わっている

段階です。観光に来られた方が少しでも興味を持っていただけるような説明ができるよう

にしていきたいと考えています。 

 

■役場本庁舎の工事について■ 

【質問者】 

 香住の本庁舎を工事されているようだが、何の工事をされているのか。また、期間はいつ

ごろまでか。それは定期的なものなのか。 

 

【町長】 

 役場の外壁のタイルが部分的に膨らみ、何度も業者負担で手直しをしていただいてきま

したが、いつまでも業者負担というわけにもいきませんので、全体的な修繕工事に着手して

います。工事費が１億円ほどかかりますが、外壁が落ちて町民の皆様がお怪我をされる可能

性があるため、１月１５日までに完了するということで、タイルの全点検・改修工事を実施

しています。 

 

■災害復旧事業の基準について■ 

【質問者】 

 ８月１５日の台風７号で大きな被害が出た。大・小さまざまな被害が約５００か所あると

思うが、どんな基準で災害復旧活動をされるのか。自分で行うものにも助成があったりする

のか、今後どうしたらいいか教えていただきたい。 

 

【町長】 

農地災害については「激甚災害」の指定を受けたことで、住民の皆さんや町の負担が少し

軽減すると思いますので、今後予算の補正が必要になってくると思います。 

公共災害を含めた復旧対応は、香美町で手が足りないところは、朝来市の職員の皆さんに
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３週間に渡ってお手伝いをしていただくなどしてきましたが、件数が多く、対応業者数も限

られているため、復旧が来年までかかるところもたくさんあると思います。できるだけ町民

生活に影響が出ないよう全力は尽くしますが、ご理解をお願いします。 

 

【農林水産課長】 

 農地、農業用施設災害は、４０万円以上の事業については国の補助対象事業として査定を

受け、認めていただいたのち工事を発注します。１３万円以上４０万円未満の事業が小規模

災害となりますが、地元と調整しながら進めていくことになります。 

 

【建設課長】 

 建設課は、道路や河川の災害復旧を行っています。町が対応するものは６０万円以上が公

共災害で、県は１００万円以上が公共災害になります。災害の状態を確認して、県とのやり

取りを行い、国に申請をして査定を受け、発注する流れになっています。 

 

■農地災害復旧事業の補助率について■ 

【質問者】 

 農災が激甚災害に指定されたということで、補助率が７０％くらいと聞いているが、昔は

激甚指定されたら、補助率が８割とか９割という場合があった。１００万円の事業なら３０

万円は自己負担になるということだが、今後、補助率が上がることはないか。 

 

【町長】 

 激甚災害になれば、国からの取り決めのなかでは、農地でれば９０％、施設であれば９

５％ぐらいの補助率になる見込みです。補助率は、令和５年１月から令和５年１２月３１日

までの１年間を通して、全ての災害査定を受けた額を全ての関係戸数で割った１戸あたり

の被害額によって決定されます。補助の残りも起債が当てられますので、自己負担額は１０

０万円の事業では農地で５万円くらい、施設の場合はそれ以下です。昨年度の補助率は９

９％くらいですので、残りの部分は施設であれば受益戸数が多い分、一戸当たりの額は少な

くなってきます。農地は受益戸数が１戸ですので、１００万円で９０％、残りに起債を充て

れば５万円くらいの負担となります。 

 

■町民バスについて■ 

【質問者】 

 町民バス「のんなるかー」を利用するのは高齢者か身内の人に（移動の面倒を）見てもら

えない方だと思うが、あまり乗車しているところを見たことがない。全但バスも高校前、病

院前を走っているが、どれくらいの人数が乗車されているのかお聞きしたい。また、乗り場

はどういった場所か。 
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【企画課長】 

 町民バスの乗車数は、村岡区では１日平均１.５人程度だと思います。停留所については

小代・村岡区内の一部でフリー乗降として自由に乗れる場所がありますが、その他は全て決

まっています。 

 

■空き家バンクの登録について■ 

【質問者】 

 空き家バンクについて、町のホームページを見ても理解できなかったので、誰でも利用で

きるのか、手順はどのようなものかなど簡単に教えてほしい。 

 

【企画課長】 

 基本的に所有者の方、相続されている方がおられましたら、役場にご相談いただければ、

必要な書類を提示してご説明します。その後、空き家物件として登録できるのか職員が現地

確認をしたのちに、登録させていただくことになっています。 

 

【質問者】 

 本庁に行けばよいのか。地域局でもよいのか。 

 

【企画課長】 

 必要に応じて地域局にも出向きますので、ひとまず企画課にご連絡をいただければ、内容

について説明します。 

 

【質問者】 

 以前、地域局で本庁に行ったほうが早いと言われたことがあったが、どうなのか。 

 

【村岡地域局長】 

 職員の説明が足らなかった点もあると思いますので、町民の皆さんへの説明をしっかり

やるように私の方から改めて指示します。今後、地域局に来ていただければ、お答えできる

ことはさせていただきますし、本庁が担当していることは担当者へお繋ぎします。 

 

■災害時における要支援者の応援体制について■ 

【質問者】 

 「みんなで支え、安心して暮らせるまちづくり」として、令和５年度から９年度までの香

美町地域福祉計画が策定されており、その中の緊急時の体制整備に、「避難行動要支援者名

簿を、消防や自治体、区長、民生委員等で有効活用し」と記載されているが、完全に伝わっ

ているのか不信に思う部分がある。台風７号上陸時には、応援体制が少し不十分で、動きに

くかった面があった。香美町地域福祉計画のなかに、「みんなで助け合い安心して暮らせる
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まちづくりの実現に取り組む」と、町長の強い意志が書かれているので、関係者の皆さんで

真剣に取り組んでいただければ、私たちも協力したいと思っている。 

 

【福祉課長】 

 地域福祉計画は、避難関係の運営部署や高齢者等要介護者の支援等について記載されて

おり、要介護者情報の開示に同意された方たちの情報を区・自治会長様と共有し、災害が起

こった場合、地区の中で要介護者をどういうふうに支えていくかを考えていただける内容

になっています。また、障害をお持ちの方たちをどう支えていくかということも考えていか

なければなりませんが、かなりの人数がおられることや、障害をお持ちの方たちの特性が異

なることなどの課題があり、スムーズに計画が進められていない状況です。色々な関係機関

のお力をいただきながら、部分的にでも、着実に進めていこうという思いで計画を策定いた

しましたので、ご協力をお願いしたいと思います。 

 

■土嚢の整備等について■ 

【質問者】 

 ８月１５日の台風で土嚢袋が必要になり、他の地区に話を聞いたところ、「（役場から）土

嚢袋があるので砂を詰めて持って帰ってください」と言われたとのこと。河川に近いところ

は、土嚢が必要な個所があるが、役場には土嚢袋が常備されているのか。 

 また、普段水で浸かりそうな場所、災害で水が増えてくる場所は把握しているのか。 

 

【村岡地域局長】 

 防災関係で土嚢袋をいくつか常備しています。台風の時には消防団と協力して、砕石や砂

を詰めて出させていただきましたが、一気に集中すれば、役場職員の手が回らないこともあ

ります。水が増えてくる場所は、地区や消防から連絡がありますし、定期的にパトロールし

て把握しています。 

 

■道路の漏水について■ 

【質問者】 

 町道の福岡から竹部の間で、水が湧き出ている箇所があるが、いまだに直っていない。冬

は、凍結による事故の可能性があるのでよろしくお願いしたい。 

 

【上下水道課長】 

 漏水の原因が水道管かどうか先日確認に行きましたが、塩素滅菌に反応する薬品で確認

をした結果、水道の水ではありませんでした。どういう水が湧き出ているのかは分かりませ

んが、確認した限りでは、水道管からの漏水ではないと判断しています。また、何かありま

したら現地調査をさせていただきます。 


